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論 文 の 内 容 の 要 旨
　パキスタンには 6000 植物種の豊かな植物相がある。その 80％はパキスタンにある 4つの州の 1つ、北西
辺境州とヒマラヤ山脈を含む北領域に生育する。
　この地域の都市および地方では、さまざまな病気の治療や薪炭、飼料、商業目的として薬用植物が使用さ
れている。薬用植物の過度な利用や都市化、生育地の破壊は生態系維持のために適切な保全対策が必要な植
物個体群に急速な分断をもたらす。保全対策を計画するためには絶滅危惧植物の個体群構造の評価が不可欠
である。そこで、ヒマラヤ山脈の 5つの構造層序学的地勢の 1つであるコハートプラトーを対象とした薬用
植物の集団の分断事例研究を行った。仮説として、個体群間における高度遺伝的分化と個体群内における低
度遺伝的分化がある、また個体群間の高度な化学変異があるに違いなく、遺伝的多様性と環境要因の両方が、
この化学変異に影響を及ぼしているかもしれないという仮説を立てた。
　この仮説を証明するため、破壊された薬用植物の（1）個体群内および個体群間での遺伝的多様性、（2）
個体群間での化学変異、（3）遺伝的・化学・環境要因の相関関係の 3つを評価するため目的を設定した。
Withania coagulans、Rhazya stricta、Justicia adhatodaおよび固有種の薬用植物のコラムヨモギ（Seriphidium 
kurramense）をコハートプラトーおよびコラムの近辺における選択パラメータに基づく調査に用いた。コハー
トプラトーのウィダニヤコアグランス、ラジヤシツリクター、コハートプラトーのジャステイシヤアダハト
ダーは各個体群に 100 以下の個体が確認できた。遺伝的多様性の調査は薬草の個体群の PBA（チトクロー
ム P-450 の塩基類似体）のマーカーを用いた。化学多様性においては、GC-MSにより分析を実施した。植生
勾配や、高度および土壌性質等の環境要因については、文献より地域の降雨量および気温の情報を収集し評
価した。遺伝的、化学および環境要因の分析にはマンデル検定を用いた。
　個体群内のより高度な遺伝的多様性と個体群間のより低度な遺伝的多様性が結果として示された。これは、
一般的に比較的大きな個体群に見られる傾向である。W. coagulans、R. strictaおよび J. adhatodaの遺伝的多
様性については、各個体群においてより重大な数の個体が存在しこれらは、仮説とは反対の結果であった。
おそらく、これらの個体群は最近破壊された、より大きな個体群の亜単位の部分であることが認められた。
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　W. coagulans、R. stricta、J. adhatodaおよびコラムヨモギの化学多様性については、既知の化合物が確認さ
れた。しかしながらほとんどの化合物はこれらの薬用植物同定されなかったものである。そして各個体群の
分析により各々の化学成分含有量により高度な多様性が示された。より高い化学的変異の結果は遺伝マー
カーの示す結果と異なった。また、コラムヨモギでは、二つのケモタイプが確認された。そのうち 1つは以
前報告されていないものであった。この第二のケモタイプから、主要な化学成分と第二ケモタイプは主要な
ケモタイプが観察された。主要なケモタイプについてはほとんど知られていない。可能性はこれであるかも
しれない新しい化学成分、第二ケモタイプは亜種として推薦されるかもしれないなどの新規の可能性が見い
だされた。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本遺伝的多様性および化学多様性、環境、これら三つの要因間の相関を研究した事は独自性が高い。これ
ら 3つの要素の相関分析はこの 4種の薬用植物の何れにおいても重要な相関関係が認められず、独立事象で
あることが考えられた。これらの薬草の潜在的な遺伝的及び化学的多様性の高低のある個体群は生態系の維
持および保全対策についての重要な考慮事項であり、これらは、新規性が高く今後の発展が期待される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
